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2019 年 3 月 5 日-6 日 

 

第 8 回領域会議（東京大学・本郷キャンパス） 

第 8 回領域会議が東京大学理学部 2 号館大会議室において開催されました。 
今回の領域会議開催は、福田班と角谷班が担当しました。 
2 日間にわたり、研究計画や研究成果についてディスカッションを行いました。 
懇親会でも班員や若手研究者間の研究討議が活発に行われ、盛況な領域会議となりました。 

 

挨拶する木下俊則・領域代表 領域の説明をする松林嘉克・事務担当 

 
 

 
セッションの様子 福田裕穂･計画班代表が東京大学を御退官され

るので､本領域への貢献に感謝し､松永幸大･広

報担当から花束が贈呈されました 

 
 

活動報告 
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集合写真 

 
 

2019 年 3 月 13 日-14 日 

 

第 60 回日本植物生理学会年会・共催シンポジウム（名古屋大学・東山キャンパス） 

第 60 回日本植物生理学会年会において、本領域の共催シンポジウムが開催されました。 

■日時：2019 年 3 月 13 日-14 日 

■場所：名古屋大学・東山キャンパス 

■シンポジウム名： 

3 月 13 日 14:00～16:50 F 会場 

◇ABA 情報伝達を介した環境変化に対する植物の適応戦略 

3 月 14 日 13:30～16:00 A 会場 

◇植物の細胞はどのように分化運命を記憶し、それを書き換えるのか 

 

◇ABA 情報伝達を介した環境変化に対する植物の適応戦略 

第 60 回日本植物生理学会年会が名古屋大学において開催され、年会初日（3 月 13 日）

に、国際シンポジウムを主催いたしました。本領域研究班からは、木下班、竹澤班、高

橋班が発表したのに加えて、国内外より西村宜之博士、Paul E.Verslues 博士、Julian 

I.Schroeder 博士を迎えて、ABA 情報伝達を使った植物の環境適応機構に関する最新の

知見を、ご発表頂きました。ABA 受容体 PYR/PYL/RCAR が同定されてから約 10 年が

経とうとしていますが、ABA を介した様々な生理応答や、他のシグナルとのクロストー
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クなど、詳細は未だ不明です。本シンポジウムでは、ABA 情報伝達に関わる細胞内シグ

ナル伝達や、長距離シグナル伝達に焦点をあて、植物が持つ環境変化に対する適応戦略

に関して活発な討論が行われました。ご参加、ご協力頂きました皆様に、お礼申し上げ

ます。 

オーガナイザー 木下俊則（名古屋大学）、高橋史憲（理化学研究所） 

 

 

口頭発表の様子 

 

◇植物の細胞はどのように分化運命を記憶し、それを書き換えるのか 

第 60 回日本植物生理学会年会（3 月 14 日）において、本領域の共催国際シンポジウム

「植物の細胞はどのように分化運命を記憶し、それを書き換えるのか」を開催しまし

た。海外から当該分野をリードする研究者である Dr. Roger Deal (Emory University)、

Dr. Claude Becker (Gregor Mendel Institute of Molecular Plant Biology)、Dr. Idan 

Efroni (The Hebrew University of Jerusalem) をお迎えし、当日は 200 名を超える参加

者で立ち見も出るほどの盛況ぶりでした。 

オーガナイザーである池内と玉田を加えた五人の演者は共通したテーマに対してそれぞ

れの角度からアプローチしており、シンポジウム全体を通して多角的な視点を提供する

ことができたと思います。今回招聘した三人の研究者はいずれも今回が初めての日本で

の研究発表であり、本シンポジウムが彼らと日本のコミュニティをつなぐきっかけを提

供できたのではないかと思っています。ご参加・ご協力頂いた皆様に深く御礼申し上げ

ます。 

オーガナイザー 池内桃子（理化学研究所）、            

玉田洋介（基礎生物学研究所、総合研究大学院大学） 
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口頭発表の様子 
 

 

招待研究者とオーガナイザー 
 
 

2019 年 7 月 8 日 

 

The 3rd International Symposium on Plant Nuclear Dynamics  

（東京理科大学・野田キャンパス） 

■Date: July 8, 2019 

■Location: Tokyo University of Science 2641 Yamazaki, Noda, Chiba 278-8510, Japan 

Noda campus, No.10 Building, 1F 

■Organizers: Sachihiro Matsunaga and Takuya Sakamoto (Tokyo University of 

Science, Japan) 

Supported by JSPS Invitation Fellowships for Research in Japan and Scientific 

Research on Innovative Areas, a MEXT Grant-in Aid Project, Integrative System of 

Autonomous Environmental Signal Recognition and Memorization for Plant Plasticity 
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Group photo 

 
 

2019 年 9 月 25 日-27 日 

 

環境記憶統合･第 5 回若手の会（御殿場高原 時之栖） 

9 月 25 日～27 日に、御殿場高原時之栖において本領域研究の第 5 回若手の会を開催しま

した。本会議では総勢 60 名が参加し、口頭発表 17 名とポスター発表 30 名の発表があり

ました。今回は発表時間に余裕があるスケジュールで、口頭発表の質疑応答がとても盛り

上がったのが印象的でした。また、ポスター発表者によるフラッシュトークもそれぞれ工

夫がされていて、短い時間で聴衆をひきつける力を見せてくれました。さらに、国立遺伝

学研究所の藤田智史博士と、名古屋大学 ITbM の打田直行博士による特別講演は、いずれ

もこれまでの研究人生で学んだことや重要な決断をどうするかなど、とても面白く、赤

裸々に語っていただき、学生や若手研究者にとって大いに参考になったのではないかと思

います。 

学生による特に優れた発表に送られる優秀発表賞は以下の方々に授与されました。代表の

木下先生から表彰され、記念品が贈呈されました。おめでとうございます！ 

 

■口頭発表賞 
 松村 護（名古屋大学） 
 大矢 恵代（東京大学・国立遺伝学研究所） 

 

■ポスター発表賞 
 久保 裕亮（名古屋大学） 
 久宗 英稔（東京大学） 
 天野 瑠美（京都産業大学） 
 木下 悟（名古屋大学） 

第 5 回若手の会幹事 角谷班 稲垣宗一 
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口頭発表の様子 ポスター発表の様子 

 
 

  
集合写真 
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2019 年 11 月 3 日-7 日 

 

Cold Spring Harbor Asia Conference on Plant Cell and Development Biology  

（韓国・Gyeongju Hwabaek International Convention Center） 

CSHA conference は Cold Spring Harbor のアジア拠点です。今回は韓国で開催されま 
した。参加者全員が宿泊を共にするなかで、植物科学の最前線について議論しました。 

“Plant Cell and Development Biology, GYEONGJU, SOUTH KOREA” 

■オーガナイザー 

Ildoo Hwang, Keiko Sugimoto, Jian-Kang Zhu 

■Major Topics 

1. Organellar biology 

2. Cellular signaling in embryogenesis 

3. Cellular signaling in meristems 

4. Cellular signaling in vasculature development 

5. Cellular signaling in postembryonic tissue development 

6. Photoreceptor and temperature sensing 

7. New biotechnologies for crop improvement 

■Keynote Speakers 

Inhwan Hwang, Pohang University of Science & Technology, KOREA 

■Invited Speakers 

Ji Hoon Ahn, Korea University, SOUTH KOREA 

Giltsu Choi Korea Advanced Institute of Science and Technology, SOUTH KOREA 

Bert De Rybel, Ghent University, BELGIUM 

Georgia Drakakaki, University of California, Davis, USA 

Hiroo Fukuda, The University of Tokyo, JAPAN 

Karen Halliday, The University of Edinburgh, UK 

Christian Hardtke, University of Lausanne, SWITZERLAND 

Marcus Heisler, The University of Sydney, AUSTRALIA 

Yrjö Helariutta, University of Cambridge , UK 

Ildoo Hwang, Pohang University of Science and Technology, SOUTH KOREA 

Liwen Jiang, The Chinese University of Hong Kong, CHINA 

Yutaka Kodama, Utsunomiya University, JAPAN 

Thomas Laux, University of Freiburg, GERMANY 
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Sang Yeol Lee, Gyeongsang National University, KOREA 

Jan Lohmann, University Heidelberg, GERMANY 

Yoshikatsu Matsubayashi, Nagoya University, Graduate School of Science, JAPAN 

Tomonao Matsushita, Kyushu University, JAPAN 

Michael Nodine, Gregor Mendel Institute of Molecular Plant Biology, AUSTRIA 

Yoo-Sun Noh, Seoul National University, KOREA 

Holger Puchta, KIT (Karlsruche Institute of Technology), GERMANY 

Laura Ragni, University of Tübingen, GERMANY 

Marcela Rojas-Pierce, NC State University, USA 

Filip Rolland, KU Leuven, BELGIUM 

Jenny Russinova, VIB / Universiteit Gent, BELGIUM 

Keiko Sugimoto , RIKEN Center for Sustainable Resource Science , JAPAN 

Naoyuki Uchida, Nagoya University, JAPAN 

Kejian Wang, China National Rice Research Institute (CNRRI), CHINA 

Dolf Weijers, Wageningen University, THE NETHERLANDS 

Shu-Hsing Wu, Institute of Plant and Microbial Biology, Academia Sinica, TAIWAN 

Jian Xu, Radboud University, THE NETHERLANDS 

Jian-Kang Zhu, Shanghai Center for Plant Stress Biology, CHINA 

 

集合写真 
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2019 年 11 月 18 日-19 日 

 

国際会議 Frontiers in plant environmental response research 

（名古屋大学・東山キャンパス） 

2019 年 11 月 18 日～19 日、名古屋大学において、国際シンポジウム 

"Frontiers in plant environmental response research：local signaling, long-distance 

communication and memory for developmental plasticity"を開催しました。 

おかげ様で多くの方（当日参加も含めると 139 名）にご参加いただきました。 

招待演者の素晴らしいご発表に加えて、当新学術領域の成果も発表でき、活発な議論が行

われ、大変盛況となりました。招待演者やシンポジウム参加者の方々と、将来の新たな共

同研究（連携）のご相談も行うことができました。 

 

 

ポスター会場の様子 

 

 

集合写真 
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若手渡航支援件数（年度別） 

 

年度 件数 備考 

2015 17  

2016 13  

2017 14  

2018 13  

2019 9 2019 年 12 月現在 

 

若手渡航支援による共同研究論文（2019 年度） 

 

*Rymen, B., Kawamura, A., Lambolez, A., Inagaki, S., Takebayashi, A., Iwase, A., 

Sakamoto, Y., Sako, K., Favero, D. S., Ikeuchi, M., Suzuki, T., Seki, M., Kakutani, T., 

Roudier, F., and *Sugimoto, K. (2019) Histone acetylation orchestrates wound-induced 

transcriptional activation and cellular reprogramming in Arabidopsis. Commun. Biol., 

2, 404 (15 pages). 

 

  

若手渡航支援 
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共同実験実施のための海外派遣 

 

2019 年 5 月 7 日-6 月 27 日 

 

杉本班の Duncan Coleman が、2019 年 5 月 7 日-6 月 27 日の日程でアメリカにあるミズ

ーリ大学の Scott Peck 研究室を訪問し、リン酸化タンパク質のプロテオーム解析を行いま

した。併せて、the Interdisciplinary Plant Group (IPG)に参加してきました。 

Duncan Coleman, a 3rd year PhD candidate of Dr. Keiko Sugimoto’s laboratory visited 

Dr. Scott Peck of the University of Missouri. Duncan spent two months performing 

phosphoproteomics in Arabidopsis using a Bruker timsTOF LC-MS/MS. He also 

attended the Interdisciplinary Plant Group (IPG) Symposium on plant signaling in 

biotic and abiotic stress. 

 

写真左: The Bond Life Sciences Center。この建物に Peck 研究室があります。 

写真中: 研究室からの眺め。この圃場からシロイヌナズナのエコタイプ Columbia が単離

されました。 

写真右: Duncan（左）と Peck 博士（右） 

Left photo: The Bond Life Sciences Center, University of Missouri where the Peck-Lab 

is located 

Center photo: View from the laboratory overlooking the research field where 

Arabidopsis thaliana Columbia ecotype was first isolated 

Right photo: Duncan and Dr. Peck at the University of Missouri 
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2019 年 6 月 4 日-7 月 1 日 

 

杉本班の柴田美智太郎が 2019 年 6 月 4 日-7 月 1 日の日程で、エモリー大学（米国・ジョ

ージア州）の Roger Diel 研究室を訪問し、INTACT-ATAC-Seq の技術を学びました。今

後も共同研究としてデータ解析等を行っていく予定です。 
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2019 年 6 月 16 日-25 日 

 

篠崎班の相馬史幸が 2019 年 6 月 16 日-25 日の日程で、中国農業大学（中国・北京）の

Feng Qin 教授の研究室を訪問し、国際学会 ICAR2019（中国・武漢）に参加しました。 

Feng Qin 教授の研究室では、最近の研究成果についてのセミナーを行いました。また研究

室のメンバーと植物の乾燥ストレス応答に関する共同研究などに関して意見交換を行うと

ともに、形質転換トウモロコシなどの研究施設を見学しました。 

中国の武漢で行われた ICAR2019 では、植物の浸透圧ストレス応答で機能するタンパク質

キナーゼである OSRK に関して発表するとともに、最近のシロイヌナズナを用いた浸透圧

ストレス応答に関する多くの研究についてディスカッションしました。写真は Feng Qin

教授とその研究室のメンバーとともに撮影したものです。（中央が Feng Qin 教授）。 
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2019 年 7 月 9 日-8 月 9 日 

 

篠崎班の伊藤秀臣が 2019 年 7 月 9 日-8 月 9 日の日程で、アメリカにあるウィスコンシン

大学マディソン校の Xuehua Zhong 研究室を訪問し共同研究を行いました。DNA メチル

化酵素の変異体におけるトランスポゾンの新規の制御機構について共同で解明に取り組む

ために、植物を用いたエピジェネティクス研究のエキスパートであり、特にクロマチン構

造とエピジェネティック修飾の関係について長年第一線を歩んできている Xuehua Zhong

博士の研究室にて、１ヶ月間具体的な実験のセットアップと、実験材料の作成に取り組ん

できました。今後も共同研究を継続的に行う予定です。 

訪問先の Wisconsin Institute for Discovery は 2012 年全米の Lab of the year に選ばれる

など、最新の機器が共通機器として利用可能であり、様々なアプローチにより研究を遂行

することができる点が魅力的でした。 

写真：ラボメンバー、Wisconsin Institute for Discovery の建物内部 
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2019 年 10 月 9 日-19 日 

 

寿崎班の寿崎拓哉が 2019 年 10 月 9 日-19 日の日程で中国の国際会議に参加し、また、関

連研究者の研究室を訪問しました。 

まず、Huazhong Agricultural University（武漢）で行われた国際学会 21th 

International Congress on Nitrogen Fixation (ICNF 2019) に参加しました。ICNF 2019

では、窒素栄養に応答した根粒形成の制御に関する発表をするとともに、根粒形成の分子

機構について多くの研究者とディスカッションしました。 

次に、Shanghai Institutes for Biological Sciences, Chinese Academy of Sciences （上

海）で行われた国際シンポジウム International symposium on plant stress and nitrogen 

fixation に参加し、NLP 転写因子を介した窒素栄養に応答した根粒形成制御に関する発表

をするとともに、植物のストレス応答と窒素固定について多くの研究者とディスカッショ

ンしました。 

Shanghai Institutes for Biological Sciences, Chinese Academy of Sciences の Fang Xie

教授 （写真中央）の研究室を訪問し、関連研究についてディスカッションを行い、研究施

設を見学しました。今後共同研究を行う予定です。 
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2019 年 10 月 14 日-22 日 

 

山口班の山口暢俊が 2019 年 10 月 14 日-22 日の日程で、アメリカ・ペンシルバニア大学

Doris Wagner 研究室を訪問しました。 

ペンシルバニア大学では、花の発生を制御する転写因子の結合をゲノムワイドに解析する

ChIP-seq のデータ解析を行いました。今後共同研究を継続して、論文として公表すること

を目指すことになりました。 

写真はペンシルバニア大学と、Doris Wagner 教授とラボメンバーとの交流の様子。 

 

 

 

2019 年 11 月 24 日-12 月 15 日 

 

松永班の澁田未央が 2019 年 11 月 24 日-12 月 15 日の日程で、オーストリアの IBM、共同

研究の打ち合わせのためにチェコ・オロモウツ IEB の Prof. Ales Pecinka 研究室、SEB 

meeting 出席のためにスペイン・マドリッドを訪問しました。 
 

 

Ales Pecinka 博士、オロモウツ IEB にて SEB meeting での発表の様子 
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2018 年度（12 月 22 日以降） 

 

日付 活動名 場所 活動内容 対象者 活動メンバー

1/25 

キヤノン財団／和食文

化国民会議共催シンポ

ジウム「和食と健康 

持続可能な未来に向

けた和食食材の新たな

展開」 

秋葉原 UDX ギャラリーネ

クスト 

一般の方を対象とした講演会

で研究内容の発表を行うとと

もに、パネルディスカッション

のパネリストを務めた 

一般 西條 雄介 

2/1 JST 新技術説明会 JST 東京本部 企業を対象とした技術説明会 企業 野田口 理孝 

2/6 

サントリーグループ全

体の事業成長のため

の研究・技術開発 

サントリーグローバルイノ

ベーションセンター株式会

社 

研究員を対象とした研究紹介 企業 野田口 理孝 

2/25 
高校生対象研究室見

学会 

理化学研究所環境資源科

学研究センター 

Saint Maur International 

School の学生を対象とした研

究室見学 

高校生 
関 原明、

Zarnab Ahmad

3/7 

私立大学戦略的研究

基盤形成支援事業 プ

ロジェクト・シンポジウ

ム 

川崎市 明治大学 

私立大学戦略的研究基盤形

成支援事業 プロジェクト・シ

ンポジウム「環境および非自

己応答機構から読み解く植物

の巧みな生存戦略 

大学生 野田口 理孝 

 
 

2019 年度 

 

日付 活動名 場所 活動内容 対象者 活動メンバー

4/19 

The 2nd International 

Symposium on 

Horticultural Biology に

て研究紹介 

中国 福建農林大学 
学生、研究員を対象とした研

究紹介 

大学生､

研究員 
野田口 理孝 

5/6 
高校生対象研究室見

学会 
名古屋大学 

グローバルサイエンスキャン

パスに参加する関西地区の

高等学校の学生を対象とした

研究室見学 

高校生 木下 俊則 

5/10 

ガイド向けの熱帯樹木

のフェノロジーに関す

る解説 

Danum Valley, Sabah, 

Malaysia 

Molecular plant phenological 

study and the interactions 

with oranghutan というタイト

ルで、ガイド向けに熱帯フェノ

ロジー研究およびポスト温暖

化時代の熱帯環境に関する

解説を行った 

マレーシ

ア現地ガ

イド 

清水 健太郎､

徳本 雄史 

アウトリーチ活動 
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日付 活動名 場所 活動内容 対象者 活動メンバー

5/11 

読売テクノ・フォーラ

ム・第 25 回「ゴールド・

メダル賞」受賞記念講

演会 

日本プレスセンター 講演会 一般 松林 嘉克 

5/12 
東京理科大学オープン

カレッジ 

東京理科大学オープンカ

レッジ 
市民講演会 一般 有村 源一郎 

5/23 高校生対象 施設見学 
筑波大学 T-PIRC 遺伝子

実験センター 

聖ウルスラ学院英智高等学

校の生徒を対象とした施設見

学 

高校生 寿崎 拓哉 

6/3 川崎市民アカデミー 川崎市生涯学習プラザ 

川崎市民アカデミーにおい

て、「植物の生存戦略につい

て」というテーマで講義を行っ

た 

一般 福田 裕穂 

6/14 
高校生対象研究室見

学会 
名古屋大学 

愛知県立旭丘高等学校の学

生を対象とした研究室見学 
高校生 木下 俊則 

6/15 第 60 回名大祭 
名古屋大学トランスフォー

マティブ生命分子研究所 

植物の環境応答について解

説するとともに、気孔の観察

や気孔開度変異体の観察を

行った 

一般 木下 俊則 

6/23 

小学生向け科学体験

イベントの開催（小豆

島） 

香川県土庄町総合会館 

小豆島の土庄町の体育館

で、小学生向けの科学体験イ

ベントを開催 

小学生 木村 成介 

6/24 一般講座 川崎市生涯学習プラザ 
一般の方を対象とした研究講

演会 
一般 高橋 史憲 

6/26 研究紹介 西城陽高等学校 

西城陽高等学校の学生を対

象とした植物免疫研究の紹

介 

高校生 川崎 努 

7/4 

平成 31 年度 第 1 回

大学等研究交流サロ

ン 

東京理科大学葛飾キャン

パス 

関東圏の企業に対しての技

術セミナー  
企業 有村 源一郎 

7/7 

環境教育イベント「フォ

トフレームとおし葉づく

り」開催 

京都市北区大北山 

里山の現状や森林保全につ

いて学ぶ環境教育イベントを

開催した 

一般 木村 成介 

7/12 

「SDGs ハテナソン授

業：わたしの学びの未

来を探す」講師 

京都府立洛西高等学校 

1 年生を対象に、SDGs につ

いて考えるワークショップを開

催 

高校生 木村 成介 

7/14 

International 

Symposium on 

Vegetable Grafting に

て研究紹介 

Charlotte, NC USA 
学生、研究員、企業を対象と

した研究紹介 

大学生､

研究員､

企業 

野田口 理孝 

7/16 

「SDGs ハテナソン授

業：わたしの学びの未

来を探す」講師 

京都府立洛西高等学校 

1 年生を対象に、SDGs につ

いて考えるワークショップを開

催 

高校生 木村 成介 

7/20 夢ナビ講義ライブ ポートメッセなごや 高校生を対象に講義を行った 高校生 木下 俊則 
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日付 活動名 場所 活動内容 対象者 活動メンバー

7/25 
教員免許状更新講習

（選択領域）講師 
京都産業大学 

教員免状更新講習の「植物

の環境応答反応と遺伝子発

現解析実習」を開催した 

理科教員 木村 成介 

7/30 

KSU サイエンス講座 

「植物の DNA を見てみ

よう!」講師 

京都産業大学 
付属高校の高校生向けの模

擬実験を開催した 
高校生 木村 成介 

7/30-

8/3 

さくらサイエンスプログ

ラム講師 
京都産業大学 

韓国、タイ、インドネシアから

きた学生に 2 日間の実験プ

ログラムを指導 

大学生

(外国人) 
木村 成介 

8/1 
高校生対象研究室見

学会 

東京大学大学院農学生命

科学研究科 

武庫川女子大学付属高等学

校の学生を対象とした研究室

見学 

高校生 篠崎 和子 

8/3 大学説明会 筑波大学 施設および研究紹介 高校生 寿崎 拓哉 

8/4 オープンキャンパス 京都産業大学 

オープンキャンパスで学部説

明や研究内容紹介などを担

当 

高校生 木村 成介 

8/6-8/8 

SSH ラボステイ 

花の遺伝子の働きを調

べてみよう 

奈良先端科学技術大学院

大学 

高校生を対象とした研究室体

験 
高校生 山口 暢俊 

8/8 
名古屋大学農学部オ

ープンラボ 
名古屋大学農学部 

植物ホルモンについて、生理

作用や研究手法等について、

主に高校生を対象にポスター

を用いて解説した 

一般(主に

高校生) 
木羽 隆敏 

8/11 
東京理科大学オープン

キャンパス模擬講義 

東京理科大学葛飾キャン

パス 
高校生を対象とした模擬講義 高校生 有村 源一郎 

8/18 オープンキャンパス 京都産業大学 

オープンキャンパスで学部説

明や研究内容紹介などを担

当 

高校生 木村 成介 

8/25 中日文化センター講座 栄中日文化センター 

「気孔開度を調節し、植物成

長を制御する」というテーマで

講演を行った 

一般 木下 俊則 

8/31 

高校生のためのサイエ

ンスプログラム－あな

たも 1 日大学生－「医

と食の発展を目指した

生物と化学の融合研

究を学ぶ！」 

東京理科大学葛飾キャン

パス 

高校生を対象とした講義と演

習 
高校生 有村 源一郎 

9/4-9/6 JASIS 出展 幕張メッセ国際展示場 

JASIS のライフサイエンスイノ

ベーションゾーンにおいて「デ

ィープイメージングを可能に

する高速透明化手法 TOMEI」

として TOMEI を出展した 

一般 松永 幸大 

9/6 高校生対象研修 北海道大学理学部 
札幌啓成高校の学生を対象

とした実習 
高校生 伊藤 秀臣 
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日付 活動名 場所 活動内容 対象者 活動メンバー

9/8 

Agricultural 

Biotechnology 

Research Center, 

Academia Sinica にて

研究紹介 

台湾 Academia Sinica 
学生、研究員を対象とした研

究紹介 

大学生､

研究員 
野田口 理孝 

9/21 
理化学研究所横浜キ

ャンパス・一般公開 

理化学研究所横浜キャン

パス 

塩ストレスに強い植物を探そ

う！ 
一般 

関 原明、 

中南 健太郎 

11/20-

11/22 

アグリビジネス創出フ

ェア 2019 出展 
東京ビッグサイト 

「遺伝子改変や物質添加な

く、細胞塊から植物クローン

がどんどんできる」というテー

マで出展 

一般 松永 幸大 

 

 

 

 

 

 
 

2020 年 3 月 10 日-11 日 

 

第 9 回領域会議（東京大学・本郷キャンパス） 

 
 

2020 年 3 月 19 日-21 日 

 

第 61 回日本植物生理学会年会・共催シンポジウム（大阪大学・吹田キャンパス） 

 

  

今後のイベント 
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新学術領域「植物の成長可塑性を支える環境認識と記憶の自律

分散型統御システム」は順調に成果を出し、研究期間は残り 3 か

月となりました。活発な共同研究やアウトリーチ活動が展開され、

研究成果も着実に世界に発信することができました。本領域ニュ

ースレター「Plant Environmental Signaling」は、本領域の広報活動

の中核となるべく、研究メンバーの活動をお伝えして参りました。

読者の皆様から励ましのお言葉を頂きましたことを感謝致しま

す。引き続き、領域ウェブサイト（検索キーワード：環境記憶）を

更新して参りますので併せてご覧ください。今後もどうぞよろし

くお願い致します。 

 

2019 年 12 月 25 日 Plant Environmental Signaling 編集部 

編集後記 
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